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第
十
七
回
と
な
る
北
い
ぶ
き
農
業
協

同
組
合
通
常
総
代
会
が
四
月
十
日
、
本

所
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
総
代
の
方
に
農
事
組
合
別
懇

談
会
に
て
、
書
面
議
決
で
の
対
応
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
為
、
出

席
者
数
が
例
年
に
比
べ
、
大
幅
に
減
少

し
、
当
日
の
出
席
者
数
は
、
総
代
会
日

現
在
二
四
九
名
の
総
代
に
対
し
て
、
本

人
出
席
が
九
名
、代
理
人
出
席
が
四
名
、

書
面
議
決
者
が
二
百
三
十
三
名
で
（
出

席
率
は
九
八
％
）
定
刻
の
午
後
一
時

三
〇
分
に
開
会
致
し
ま
し
た
。

　

先
人
の
功
績
を
偲
び
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
篠
田
組
合
長
の
開
会
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
、
そ
の
後
、
議
長
に
は
福
島
聡
宏

氏
（
秩
父
別
地
区
・
北
新
）
を
選
出
し

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
決
議
事
項
と
し
て
、
主
食
用
米

の
産
地
と
し
て
水
田
水
張
面
積
を
維
持

し
、
米
の
一
元
集
荷
を
目
指
す
為
の
集

荷
奨
励
対
策
の
実
施
、
ケ
イ
酸
質
資
材

に
対
す
る
助
成
事
業
の
取
り
組
み
を
始

め
、
令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
等
、
予

定
し
て
い
た
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 北

い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合 

通
常
総
代
会

第17回

沼田地区受付妹背牛地区受付

秩父別地区受付

ご来賓の参列はご遠慮いただき、座席の間隔も広く空ける対策をとりました
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昨
年
度
の
営
農
を
振
り
返
り
ま
す
と

販
売
物
ほ
ぼ
全
て
の
作
物
に
お
い
て
、

前
年
度
を
上
回
る
結
果
で
あ
り
ま
し

た
。

　

基
幹
の
米
で
は
北
空
知
地
区
の
作
況

指
数
が
「
一
〇
五
」
と
な
り
、
組
合
員

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
五
十
八
万

俵
を
超
え
る
集
荷
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
他
の
事
業
、
金
融
事
業
、
共

済
事
業
、
購
買
事
業
に
お
い
て
地
域
の

住
民
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支

持
、
ご
協
力
、
ご
利
用
の
も
と
、
大
き

な
足
跡
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
一
年
で

あ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

農
協
事
業
に
つ
い
て
は
、
税
引
き
前

の
当
期
利
益
と
し
て
約
三
億
二
千
万
円

の
利
益
を
積
み
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

事
業
分
量
配
当
金
、
出
資
配
当
金
を

あ
わ
せ
て
約
一
億
円
を
ご
利
用
頂
い
た

組
合
員
皆
様
に
お
返
し
す
る
こ
と
で
、

剰
余
金
処
分
案
を
ご
提
案
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

ご
利
用
頂
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

篠
田
組
合
長

挨
拶
の
あ
ら
ま
し

JA篠田組合長議長を務められた福島聡宏さん（秩父別・北新）

3



　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
四
月
上
旬

頃
の
水
稲
播
種
作
業
に
始
ま
り
、
五
月

上
旬
頃
か
ら
は
圃
場
の
耕
起
・
代
掻
き

と
農
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
五

月
中
旬
頃
か
ら
徐
々
に
田
植
え
作
業
が

始
ま
り
、
す
く
す
く
と
育
っ
た
苗
が

次
々
と
水
田
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
四
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
撮
影

し
た
水
稲
播
種
作
業
（
秩
父
別
地
区
・

沼
田
地
区
）、
五
月
上
旬
か
ら
中
旬
に

撮
影
し
た
代
掻
き
の
様
子
（
妹
背
牛
地

区
）。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
等
、
野
菜
苗
の
定
植
作
業
も
水
稲
の

農
作
業
と
並
行
し
て
行
わ
れ
、
農
繁
期

を
迎
え
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
忙
し

で
す
。

春
作
業
が
始
ま
り
、

本
格
始
動
で
す平瀬雅俊さん（秩父別地区・稲豊）

横山　陵さん（秩父別地区・日の出）

杉森　司さん（沼田地区・沼田中部）松井峰芳さん（沼田地区・沼田中部）

宮崎　剛さん（妹背牛地区・妹背牛南） 土田大輔さん（妹背牛地区・妹背牛北）
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
学
生
の
頃
か
ら
、「
農
業
は

大
変
だ
か
ら
」
と
、
自
分
か
ら

は
絶
対
に
や
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
、
一
度
は
企
業
に
就
職
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
祖

父
が
農
家
を
引
退
す
る
と
聞

き
、
今
ま
で
繋
い
で
き
た
も
の

を
終
わ
ら
せ
る
の
は
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
思
い
、
農
家
を
継

ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
就
農
当
初
は
、
農
業
に
対
し
強
い
思
い

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
母
に
は
と
て
も
迷
惑
を
か
け
て
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
母
が
今
ま
で
動
い
て

い
て
く
れ
た
部
分
を
、
自
分
が
代
わ
っ
て

負
担
を
減
ら
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
早
く

一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
。

　
数
年
で
す
が
経
験
を
積
ん
だ
今
で
は
、

経
営
主
と
し
て
の
視
点
で
し
っ
か
り
先
を

見
据
え
た
営
農
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
諸
先
輩

方
か
ら
知
識
や
技
術
を
吸
収
し
、
将
来
の

規
模
拡
大
へ
向
け
て
、
効
率
の
良
い
仕
事

を
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
か
ら
青
年
部
沼
田
支
部
に
加
入
し

ま
す
が
、
消
費
者
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
お
米
の
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
と
他
支
部
の
青
年
部
員
と
の
交
流

を
特
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
や

遊
び
が
な
い
の
で
、
青
年
部
の
先
輩
方
に

は
そ
う
し
た
農
業
以
外
の
部
分
も
教
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

林　和樹さん
沼田・沼田西部農事組合

作付品目
水稲・そば

かぼちゃ・加工用トマト

ハウスではポットづくりも

祖
父
の
引
退
か
ら
決
意

播種機をメンテナンス

一
人
前
の
農
家
を
目
指
す

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
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四
月
一
日
、
二
日
に
秩
父
別
・
妹
背

牛
・
沼
田
各
地
区
で
農
事
組
合
別
に
組

合
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

開
催
に
あ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
に
備
え
、
各
会
場
に

て
消
毒
液
の
設
置
、
マ
ス
ク
着
用
の
お

願
い
、
休
憩
時
の
換
気
等
の
対
策
を
講

じ
ま
し
た
。

　

四
月
十
日
開
催
の
第
十
七
回
通
常
総

代
会
に
係
わ
る
事
項
に
つ
い
て
、
う
る

ち
米
を
巡
る
情
勢
や
各
奨
励
対
策
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
説
明
・
報
告
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
質
問
、
ご
要
望
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事

業
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
役
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

春
期 

農
事
組
合
別

組
合
員
と
の
懇
談
会

岡崎丈司さん（北新） 秩父別地区（穂栄）

沼田地区（沼田中部） 鈴木一稔さん（沼田東部東）

川田謙二さん（妹背牛中央） 妹背牛地区（妹背牛南）
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北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合
（
宮
田
茂

樹
組
合
長
）
は
四
月
六
日
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
通
常
総
会

を
開
催
し
、
関
係
者
合
わ
せ
て
二
五
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

宮
田
組
合
長
の
挨
拶
後
、
議
長
と
し

て
議
事
を
進
行
し
上
程
さ
れ
た
全
議
案

が
承
認
さ
れ
、
併
せ
て
、
令
和
元
年
産

大
豆
の
作
付
面
積
別
優
良
者
表
彰
を
行

い
、
植
田
里
志
さ
ん
（
秩
父
別
）、（
株
）

德
本
農
場
さ
ん
（
妹
背
牛
）、
澤
田
修

一
さ
ん
（
沼
田
）、田
村
裕
良
さ
ん
（
妹

背
牛
）、
高
橋
成
明
さ
ん
（
妹
背
牛
）、

伊
林
幸
男
さ
ん
（
妹
背
牛
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
に
実
施
し
た
ユ
ー
ザ
ー

訪
問
に
つ
い
て
、宮
田
組
合
長
よ
り「
消

費
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る

貴
重
な
機
会
な
の
で
、
今
後
も
生
産
者

の
皆
さ
ん
に
は
一
人
で
も
多
く
参
加
し

て
頂
き
た
い
。」
と
、
強
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
二
年
度
の
新
役
員
は
次

の
通
り
で
す
。

組
合
長　

加
藤　
　

学
（
妹
背
牛
）

副
組
合
長　

黒
田　

重
行
（
沼　

田
）

副
組
合
長　

和
泉　

浩
司
（
沼　

田
）

理　
　

事　

平
泉　

真
美
（
沼　

田
）

理　
　

事　

藤
村　

健
一
（
沼　

田
）

理　
　

事　

野
上　

尚
弘
（
沼　

田
）

理　
　

事　

東　
　

隼
人
（
秩
父
別
）

理　
　

事　

植
田　

里
志
（
秩
父
別
）

監　
　

事　

高
橋　

成
明
（
妹
背
牛
）

監　
　

事　

馬
渕　

寿
亘
（
沼　

田
）

　

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
が
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
を
手
軽
に
行
え
る
よ
う
に
ホ
ク
レ

ン
が
基
地
局
や
サ
ー
バ
ー
等
の
設
備
を

整
備
し
、
一
括
管
理
す
る
「
ホ
ク
レ
ン

Ｒ
Ｔ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用
に
関
す
る

説
明
会
が
四
月
三
日
、
本
所
三
階
大

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ク

レ
ン
岩
見
沢
支
所
よ
り
、営
農
支
援
室
・

農
機
燃
料
自
動
車
課
の
担
当
職
員
の
皆

さ
ん
に
説
明
頂
き
ま
し
た
。
農
業
機
械

の
自
動
操
舵
に
お
け
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局

の
活
用
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
測
位
す
る
場
合

と
比
べ
、
基
地
局
か
ら
の
補
正
信
号
を

受
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
位
置

情
報
が
把
握
可
能
に
な
り
、
高
精
度
に

動
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

基
地
局
に
つ
い
て
は
、
北
い
ぶ
き
管

内
は
、
近
隣
の
深
川
市
・
北
竜
町
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
状
況
に
応
じ

て
受
信
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

説
明
会
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や

利
用
申
込
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の

対
応
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
が
話
さ
れ

ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
々
の
多
く
は
、

説
明
会
終
了
後
に
Ｊ
Ａ
営
農
推
進
課
職

員
を
通
し
、
そ
の
場
で
利
用
申
込
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

大
豆
生
産
組
合 

通
常
総
会

ホ
ク
レ
ン
Ｒ
Ｔ
Ｋ
シ
ス
テ
ム

利
用
に
係
る
組
合
員
説
明
会

プロジェクターを使って説明

出席された生産者の皆さん

宮田組合長挨拶
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四
月
八

日
、
本
所
三

階
大
ホ
ー
ル

に
て
、
北
空

知
農
業
後
継

者
育
成
支
援

協
議
会
（
佐

藤
忠
美
会

長
）
が
主
催

の
「
北
育
ち

元
気
塾
」
令

和
二
年
度
開

講
式
並
び
に

第
一
回
研
修

会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　
　

　

開
催
に
あ

た
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡

大
防
止
に
備

え
、
広
い
会

場
の
使
用
、

消
毒
液
の
設

置
、
席
の
間

隔
を
空
け
る

等
の
対
策
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
の
佐
藤
会
長
の
挨
拶
で

は
、「
自
分
が
〈
儲
か
る
農
業
〉
を
目

指
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
が
自
然
と

地
域
農
業
の
盛
り
上
が
り
に
繋
が
り
ま

す
」
と
、
受
講
生
へ
言
葉
を
贈
り
、
続

い
て
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
と
塾

生
紹
介
。
今
年
度
は
北
い
ぶ
き
管
内
か

ら
八
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
研
修
会
で
は
、
北
海
道
指
導

農
業
士
の
村
上
は
る
み
氏
を
講
師
に

「
自
然
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
」

と
題
し
講
演
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

水
稲
担
当
の
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
水
稲
育
苗
管
理
等
の
基
礎
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
・
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

で
構
成
さ
れ
る
、
北
空
知
広
域
農
業
協

同
組
合
連
合
会
（
会
長
・
篠
田
雅
Ｊ
Ａ

北
い
ぶ
き
組
合
長
）
は
四
月
六
日
、
北

空
知
圏
学
校
給
食
組
合
（
組
合
長
・
山

下
貴
史
深
川
市
長
）
へ
、
学
校
給
食
用

と
し
て
北
空
知
管
内
で
育
っ
た
お
い
し

い
お
米
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
か
ら
続
く
こ
の
取
り

組
み
は
、
地
産
地
消
や
食
育
、
給
食
費

の
負
担
減
を
目
的
と
し
て
、
約
二
ヵ
月

相
当
に
あ
た
る
五
ｔ
の
お
米
が
順
次
届

け
ら
れ
、
五
月
か
ら
の
給
食
で
食
べ
て

頂
く
予
定
で
す
。
深
川
市
役
所
に
て
行

わ
れ
た
寄
贈
式
で
は
、
山
下
市
長
よ
り

篠
田
会
長
と
柏
木
会
長
代
理
（
Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
組
合
長
）
へ
感
謝
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

今年度の受講生の皆さん

山下市長より感謝状が渡されました

北
育
ち
元
気
塾
開
講
式・第
一回
研
修
会

学
校
給
食
用
に
お
米
を
！

  

広
域
連 

学
校
給
食
用
米
寄
贈

左からJAきたそらち柏木組合長、山下深川市長、JA北いぶき篠田組合長

令和
2年度

佐藤会長挨拶

8



第
一
回
理
事
会
〈
三
月
十
二
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
令
和
二
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つい
て

管
理
本
部

○
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
職
員
の
採
用
計
画
に
つ

い
て

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
単
体
自
己
資
本
比
率
に

つ
い
て

○
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つい
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つい
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
北
い
ぶ
き
女
性
部
の
新

役
員
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
産
米
「
生
産
の
目
安
」
の

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
一
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

随
時
監
査
（
資
産
自
己
査
定
・
減
損

会
計
）
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
元
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　
（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

信
用
事
業
規
程
の一部
改
正
に
つい
て

議
案
第
六
号

　

定
款
第
七
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定

に
基
づ
く
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
の

実
施
お
よ
び
事
業
実
施
に
伴
う
要
領

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
八
号

　

第
十
七
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日
時

に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

第
十
七
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に

つ
い
て

議
案
第
十
号

　

余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
管
理

手
続
き
に
定
め
る
年
次
運
用
方
針
に

つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
十
三
号

　

外
部
出
資
先
に
対
す
る
信
用
供
与
等

の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

令
和
二
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計

画
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号

　

定
款
第
五
五
条
第
一
項
第
九
号
、
第

十
号
、
第
十
一
号
に
定
め
る
信
用
供

与
等
の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号

　

理
事
者
に
対
す
る
貯
金
担
保
貸
付
・

共
済
担
保
貸
付
の
具
体
的
包
括
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号

　

販
売
手
数
料
お
よ
び
施
設
利
用
料
の

設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号

　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会
〈
三
月
十
九
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つい
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
当
直
服
務
要
領
・
出
向
者
取
扱
要
領

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
役
員
定
数
等
検
討
委
員
会
か
ら
の

「
意
見
書
」
受
領
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
組
合
員
へ
の
お
知
ら
せ
、
並
び

に
組
合
員
懇
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
農
協
資
格
認
定
試
験
合

格
者
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
改
正
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つい
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
二
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

定
款
第
五
五
条
第
一
項
第
十
二
号
に

定
め
る
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ

い
て

理
事
会
報
告
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議
案
第
二
号

　

令
和
元
年
度
会
計
監
査
人（
み
の
り
監

査
法
人
）か
ら
の
監
査
結
果
に
つい
て

議
案
第
三
号

　

令
和
元
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査

報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

令
和
元
年
度
（
第
十
七
事
業
年
度
）

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
注
記

表
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

令
和
元
年
度
（
第
十
七
事
業
年
度
）

事
業
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
に
つい
て

議
案
第
六
号

　

令
和
二
年
度
（
第
十
八
事
業
年
度
）

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

定
款
第
五
五
条
第
一項
第
二
号
に
定
め

る
総
代
会
召
集
通
知
書
並
び
に
議
決

権
行
使
書
面
、
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
第
十
七
回

通
常
総
代
会
の
開
催
要
領
に
つい
て

議
案
第
八
号

　

行
政
庁
に
対
す
る
業
務
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

機
構
改
革
に
伴
う
職
制
規
程
等
関
連

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」、

並
び
に
「
改
正
民
法
」、「
労
働
施
策

の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
」
へ
対
応
す
る
た

め
関
連
諸
規
程
の一部
改
正
に
つい
て

議
案
第
十
一
号

　

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

リ
ス
ク
評
価
書
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
春
期
農
事
組
合
別
組
合
員
懇
談
会
に

つ
い
て

第
三
回
理
事
会
〈
四
月
三
十
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つい
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
賃
金
改
定
（
令
和
二
年
四

月
基
準
）
に
つ
い
て

○
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
年
末
手
当
支
給

基
準
要
綱
の
設
定
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
農
協
中
期
経
営
計
画

策
定
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て

○
新
採
用
職
員
の
農
家
実
習
に
つ
い
て

○
正
組
合
員
・
職
員
へ
の
マ
ス
ク
配
布

に
つ
い
て

○
地
区
別
農
事
組
合
別
・
組
合
員
懇
談

会
に
係
る
意
見
要
望
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
特
定
組
合
員
面
談
等
に
お
け
る
状
況

報
告
に
つ
い
て

○
地
区
別
組
合
員　

階
層
区
分
資
料
に

つ
い
て

○
令
和
二
年
度
長
期
共
済
一
斉
推
進
要

綱
の
制
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
農
業
振
興
計
画
策
定

要
領
、
並
び
に
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
農
業

振
興
計
画
策
定
協
議
会
設
置
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
産
米
出
荷
契
約
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
三
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

妹
背
牛
町
へ
の
寄
附
採
納
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
元
年
度
信
用
事
業
並
び
に
財
務

状
況
に
関
す
る
説
明
資
料
（
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
）
の
作
成
及
び
縦

覧
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
二
年
産
米
出
荷
契
約
金
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

職
制
規
程
（
職
務
権
限
表
）
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
令
和
二
年
産
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
米
取
扱

方
針
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
産
大
豆
出
荷
契
約
、
並
び

に
令
和
二
年
産
そ
ば
出
荷
契
約
及
び

施
設
利
用
申
込
に
つ
い
て

○
「
第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
」
並

び
に「
第
七
次
農
協
中
期
経
営
計
画
」

に
つ
い
て

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て
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ＪＡグループ通信
　ＪＡグループ北海道では、新型コロナウイルスの影響による、学校給食の停止及び卒業式など
イベントの自粛に伴い、ＪＡグループ北海道役職員はもちろん、同じ協同組合であるぎょれんや
コープさっぽろ等にも協力頂き、牛乳の消費拡大を行った他、
花きについては、北農ビルにて国産花きの販売会を 7 月末ま
で、毎週金曜日に開催をしています。
　また、感染が疑われる方々などの相談対応にご尽力されて
いる道内保健所の職員皆様の免疫力を高めて頂きたく、4 月

（計 4 回）に牛乳乳製品の無償提供行っております。
　新型コロナウイルスにより、行動が制限され体や心にゆと
りが無くなってきていると思います。このような時だからこ
そ、家に花を飾り気持ちを明るく、国産の農畜産物をしっか
り食べ、新型コロナウイルスに打ち勝ちましょう！

JA北海道中央会

JA北海道信連 JA共済連北海道

ホクレン JA北海道厚生連

　2019 年 12 月、全国各地のＪＡバンクの利用
者が通帳代わりに利用できるサービスとして、
スマートフォンアプリ「ＪＡバンクアプリ」の
提供を開始しました。
　本アプリを利用して、口座残高や入出金明細
をスマートフォンで確認することができます。
　ＪＡバンクのキャッシュカードをお持ちの個
人のお客様であれば、アプリをダ
ウンロードして簡単な初期登録で、
誰でも無料で利用することができ
ます。

　この４月より、生活習慣病になった時の備えとして
「特定重度疾病共済（そなエール）」が新たにライン
ナップされました。ＪＡ共済では資料請求キャンペーン
を実施しており、キャンペーン期間中に資料請求をい
ただいた方にもれなくプレゼントをご用意しております。
　キャンペーンの応募期間
は令和3年3月10日までです
が４期に分かれております。
この機会に、ＪＡ共済のホー
ムページにアクセスいただけ
ますようお待ちしております！
（※右記の写真は第 1 期の賞品です。第 2 期以降

の賞品については変更となる場合がございます。）

　ホクレンは3月31日、演劇ユニット「TEAM NACS」
リーダーの森崎博之さんの「ホクレンアンバサダー」
就任会見と、2020年度女子陸上競技部の新体制
記者発表を、ホクレンビルでそれぞれ開きました。森
崎アンバサダーは、「拓くぞ！未来」プロジェクトを通
じ、北海道農業の魅力を広く発信予定。この日はそ
の初仕事として、新
人の保坂野恋花選
手を加えた女子陸
上チームメンバーた
ちを「北海道農業の
ため、ともに頑張ろう」
と激励しました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行してお
ります。年 3 回発行しており、様々な医療・健康
情報を発信しており
ます。
　ホームページにも
バックナンバーを掲
載しておりますので、
是非ご一読ください。

　JAグループ北海道の連合会・
中央会の活動内容を紹介します。
各団体の詳しい取り組み内容は
WEB サイトをご覧ください。
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四
月
二
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部

秩
父
別
支
部
（
我
部
山
支
部
長
）
は
、

タ
オ
ル
と
リ
ン
グ
プ
ル
の
寄
贈
を
行
い

ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
対
策
を
講
じ
ま

し
た
。

　

寄
贈
す
る
タ
オ
ル
・
リ
ン
グ
プ
ル
に

つ
い
て
は
、
部
員
へ
収
集
し
て
も
ら
う

よ
う
呼
び
か
け
を
行
い
、
今
年
度
は
合

計
一
五
六
枚
の
タ
オ
ル
を
町
内
の
小
学

校
、
中
学
校
、
教
育
委
員
会
、
和
敬
園
、

認
定
こ
ど
も
園
く
る
み
へ
寄
贈
。
同
様

に
部
員
よ
り
収
集
し
た
リ
ン
グ
プ
ル
約

六
㎏
は
中
学
校
へ
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
手
渡
し
た
際
に
「
毎
年
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」「
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
等
、
た
く
さ
ん
の

お
礼
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

退
職
に
あ
た
り
一
言
お
礼
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
を
退
職
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
四
年
に
旧

秩
父
別
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
以
来
、

四
十
一
年
の
永
き
に
亘
り
業
務
を
通
し

て
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員
の

皆
様
と
関
わ
り
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
か
と
至
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
厚
情
と
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
定
年
退
職
を
も
っ
て
一
つ
の
区

切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
今
後
は

当
組
合
の
ご
配
慮
に
よ
り
ま
し
て
再
雇

用
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
と
役
職
員
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と

ご
多
幸
、
そ
し
て
北
い
ぶ
き
農
業
協
同

組
合
の
限
り
な
い
発
展
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
職
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
変
永
い
間
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

秩父別町教育委員会へタオルを寄贈

タ
オ
ル
と
リ
ン
グ
プ
ル
を

寄
贈
し
ま
し
た

秩父別中学校へリングプルを

女性部
秩父別支部

退
職
の
ご
挨
拶

内部監査室長
造田　晃之
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令和2年度   新採用職員紹介

齋藤　昌弥
管理部企画課

好きなスポーツは野球です。
１日でも早く仕事を覚え、皆
様のお役に立てるように頑
張ります。これからよろしく
お願いします。

岩下　直樹
金融事業部貯金課

花城　　光
生産資材事業部生産資材課

特技は始めて17年になるバ
ドミントンです。１日でも早
く仕事に慣れるよう精一杯
頑張りますので、よろしくお
願い致します。

特技はサッカーです。仕事に
早く慣れ、組合員の皆さんの
お役に立てるよう頑張ります
ので、よろしくお願い致しま
す。

稲葉　健斗
秩父別支所営農推進課

趣味はカラオケで、好きな食
べ物はラーメン二郎のラー
メンです。
一生懸命に頑張りますので
よろしくお願い致します。

成田　美祐
秩父別支所生産資材課

原井　美優里
沼田支所貯金共済課

趣味は読書とゲームをする
ことです。精一杯頑張らせて
いただきますので、よろしく
お願いします！

動物が大好きなので、将来
は犬か猫を飼いたいと思っ
ています。
与えられた仕事をひとつひ
とつ迅速かつ丁寧にこなし
ていけるように精一杯頑張
りますので、よろしくお願い
致します。

小澤　未羽
沼田支所貯金共済課

趣味は読書と絵を描くこと
で、好きなことは工作全般で
す！
皆様の力になれるよう１日で
も早く仕事を覚え、精一杯頑
張りますのでよろしくお願い
致します。

菅原　智也
沼田支所生産資材課

珍田　まる美
妹背牛支所貯金共済課

渡邊　雄大
妹背牛支所営農推進課

早く職場に慣れて仕事を覚
えられるように頑張りますの
でよろしくお願いします。

共済の渉外業務をやらせて
いただくことになりました。
皆様のお家にお邪魔する機
会が多く、１日でも早く仕事
を覚えて皆様のお役に立て
るよう精一杯頑張りますの
で、これからよろしくお願い
致します。

仕事を一つずつこなして少
しでも皆さんのお力になり
たいと思っております。精一
杯頑張りますのでよろしくお
願いします。
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□
退
職
〈
三
月
三
十
一
日
付
〉

　

造
田　

晃
之

　
　
（
内
部
監
査
室
長
）

　

工
藤　

寿
也

　
　
（
秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農

推
進
課
長
補
佐
）

　

板
東　

優
太

　
　
（
妹
背
牛
支
所
営
農
推
進
課
営
農

推
進
係
長
）

　

小
野　

律
子

　
　
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係
）

□
退
職
　
準
職
員〈
三
月
三
十
一
日
付
〉

　

浅
井　

富
幸

　
　
（
管
理
本
部
付　

も
せ
う
し
町
土

地
改
良
セ
ン
タ
ー
常
駐
）

　

井
上　

由
紀
子

　
　
（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉

蔬
菜
係
）

□
異
動
〈
四
月
一
日
付
〉

　

紺
野　

浩
治

　
　

営
農
販
売
事
業
本
部
付　

北
空
知

広
域
農
業
協
同
組
合
連
合
会
出

向　

審
査
役
（
購
買
施
設
事
業
本

部
副
本
部
長
兼
生
産
資
材
事
業

部
長
）

　

藤
村　

秀
昭

　
　

管
理
部
長
兼
内
部
監
査
室
長
（
管

理
部
長
）

　

今
井　

信
一

　
　

営
農
対
策
室
長
兼
同
室
営
農
対
策

課
長
（
営
農
販
売
事
業
本
部
米
穀

農
産
事
業
部
長
）

　

清
野　

和
王

　
　

営
農
販
売
事
業
本
部
米
穀
農
産
事

業
部
長
（
米
穀
農
産
事
業
部
次

長
）

　

野
原　

慎
司

　
　

購
買
施
設
事
業
本
部
施
設
事
業
部

長
兼
同
本
部
生
産
資
材
事
業
部

長
（
購
買
施
設
事
業
本
部
施
設
事

業
部
長
兼
同
部
燃
料
課
長
）

　

鬼
頭　
　

広

　
　

生
産
施
設
事
業
部
次
長
兼
同
部
生

産
資
材
課
長
（
生
産
資
材
事
業
部

生
産
資
材
課
長
）

　

毛
利　

隆
仁

　
　

施
設
事
業
部
次
長
（
施
設
事
業
部

農
機
車
輌
課
長
）

　

六
田　
　

学

　
　

施
設
事
業
部
次
長
（
秩
父
別
支
所

農
機
車
輌
課
長
）

　

金
山　
　

明

　
　

管
理
部
企
画
課
長
兼
企
画
係
長

（
管
理
部
企
画
課
長
）

　

瀬
川　

貴
之

　
　

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課
長

（
管
理
部
企
画
課
企
画
係
長
）

　

高
橋　
　

類

　
　

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
長
（
施

設
事
業
部
農
機
車
輌
課
長
補
佐
）

　

加
賀
美　

玲

　
　

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
長
兼
同

部
燃
料
課
長
（
施
設
事
業
部
農
機

車
輌
課
農
機
車
輌
係
長
）

　

大
坂　

崇
博

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
長
（
秩

父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
長
兼
花

卉
蔬
菜
係
長
）

　

砂
川　
　

純

　
　

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
長
（
秩

父
別
支
所
農
機
車
輌
課
長
補
佐
）

　

辻　
　

公
彦

　
　

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
長
（
金

融
共
済
事
業
本
部
渉
外
課
長
兼

渉
外
係
長
）

　

佐
藤　

貴
洋

　
　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
長
（
沼
田

支
所
生
産
資
材
課
長
兼
生
産
資

材
係
長
）

　

斎
藤　
　

実

　
　

沼
田
支
所
車
輌
課
長
（
沼
田
支
所

車
輌
課
長
補
佐
）

　

高
野　

尚
人

　
　

妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
長
（
妹

背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
米
穀
農

産
係
長
）

　

斉
藤　

慎
護

　
　

米
穀
農
産
事
業
部
米
穀
農
産
課
米

穀
農
産
係
長
（
米
穀
農
産
事
業
部

米
穀
農
産
課
米
穀
農
産
係
）

　

金
子　

績
士

　
　

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機
車

輌
係
長
（
沼
田
支
所
車
輌
課
車
輌

係
長
）

　

中
島　

太
一

　
　

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機
車

輌
係
長
（
施
設
事
業
部
農
機
車
輌

課
農
機
車
輌
係
）

　

小
野　

貴
文

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬

菜
係
長
（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜

課
花
卉
蔬
菜
係
）

　

宮
本　

博
昭

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬

菜
係
長
（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜

課
花
卉
蔬
菜
係
）

　

小
峯　

晋
哉

　
　

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機
車

輌
係
長
（
秩
父
別
支
所
農
機
車
輌

課
農
機
車
輌
係
）

　

岡
田　

龍
士

　
　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材

係
長
（
沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係
）

　

渡
邊　

典
久

　
　

沼
田
支
所
車
輌
課
車
輌
係
長
（
沼

田
支
所
車
輌
課
車
輌
係
）

　

永
井　

宏
和

　
　

妹
背
牛
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推

進
係
長
（
妹
背
牛
支
所
営
農
推
進

課
営
農
推
進
係
）
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小
林　

貢
司

　
　

妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
米
穀
農

産
係
長
（
妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産

　
　

課
米
穀
農
産
係
）

　

塚
田　
　

伸

　
　

共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係
（
沼

田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材

係
）

　

菅
原　

秀
太

　
　

営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課
営

農
推
進
係
（
秩
父
別
支
所
農
機
車

輌
課
農
機
車
輌
係
）

　

中
西　

祥
絵

　
　

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係
（
妹
背
牛
支
所
貯
金
共

済
課
貯
金
係
）

　

東　
　

奈
々
美

　
　

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係
（
沼
田
支
所
生
産
資
材

課
生
産
資
材
係
）

　

下
地　

美
也
子

　
　

秩
父
別
支
所
米
穀
農
産
課
米
穀
農

産
係
兼
同
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花

卉
蔬
菜
係
（
秩
父
別
支
所
米
穀
農

産
課
米
穀
農
産
係
）

　

長
谷　

有
里
子

　
　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材

係
（
秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係
）

□
新
採
用
〈
四
月
一
日
付
〉

　

齋
藤　

昌
弥

　
　

管
理
部
企
画
課
企
画
係

　

岩
下　

直
樹

　
　

金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係

　

花
城　
　

光

　
　

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係

　

稲
葉　

健
斗

　
　

秩
父
別
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推

進
係

　

成
田　

美
祐

　
　

秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資

材
係

　

原
井　

美
優
里

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

　

小
澤　

未
羽

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
共
済
係

　

菅
原　

智
也

　
　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材

係

　

珍
田　

ま
る
美

　
　

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
共
済
係

　

渡
邊　

雄
大

　
　

妹
背
牛
支
所
営
農
推
進
課
営
農
推

進
係

□
再
雇
用
　
常
勤
嘱
託〈
四
月
一
日
付
〉

　

造
田　

晃
之

　
　

内
部
監
査
室
内
部
監
査
課
長
（
内

部
監
査
室
長
）

□
採
用
　
準
職
員
〈
四
月
一
日
付
〉

　

鈴
木　

由
佳

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

　

遠
藤　
　

優

　
　

秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉
蔬

菜
係

□
採
用
　
準
職
員
〈
五
月
一
日
付
〉

　

新
見　

隆
晴

　
　

秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資

材
係

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
環
境
省
が
推
進
す
る
地

球
温
暖
化
防
止
策
及
び
節
電
の
取
り
組

み
に
賛
同
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の

た
め
、「
夏
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）」

と
「
事
務
所
弱
冷
房
化
」
を
例
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
実
施
に
あ
た
り
、
各
事
務
所

な
ど
に
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
る

旨
の
掲
示
を
致
し
ま
す
が
、
職
場
内
の

男
性
職
員
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上

着
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
・

事
務
所
弱
冷
房
化 

実
施COOL BIZ
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126名

3名

2名

36名

167名

稲
葉

　健
斗

井
原

　久
尚

小
野

　貴
文

下
地
美
也
子
兼
務

●
蓑
口

　健
吾

●
遠
藤

　
　優

●
新
見

　隆
晴

●
小
西

　栄
次

●
笹
木

　義
伸

●
鈴
木

　久
昭

●
鈴
木

　由
佳

●
成
田

　麻
衣

●
石
井

　里
枝

●
黒
田
富
士
子

●
村
田

　織
恵

長
谷
有
里
子

成
田

　美
祐

辻

　
　公
彦

営
農
対
策
室

原
井
美
優
里

中
西

　勇
人

小
澤

　未
羽

菅
原

　智
也

珍
田
ま
る
美

村
井

　優
太

丹
羽

　克
致

渡
邊

　雄
大

高
野

　尚
人

令和2年5月1日現在

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

審
査
役〈
副
本
部
長
待
遇
〉

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

考
査
役〈
課
長
待
遇
〉

紺
野

　浩
治

藤
村
部
長
兼
務

▲
造
田

　晃
之

齋
藤

　昌
弥

髙
橋

　真
歩

岩
下

　直
樹

塚
田

　
　伸

菅
原

　秀
太

能
登

　琢
麻

中
西

　祥
絵

●
内
海

　友
希

●
尾
崎

　
　勉

▲
川
原

　信
弘

営
農
対
策
室
長

　今
井

　信
一

営
農
対
策
課

室
長
兼
務

次
長
兼
務

金
子

　績
士

清
野

　和
王

瀬
川

　貴
之

野
原
部
長
兼
務

次
長

　鬼
頭

　
　広

次
長

　毛
利

　隆
仁

次
長

　六
田

　
　学

東

　奈
々
美

花
城

　
　光

●
小
竹

　真
二

係
長

中
島

　太
一

●
稲
葉

　浩
一

加
賀
美
課
長
兼
務
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126名

3名

2名

36名

167名

稲
葉

　健
斗

井
原

　久
尚

小
野

　貴
文

下
地
美
也
子
兼
務

●
蓑
口

　健
吾

●
遠
藤

　
　優

●
新
見

　隆
晴

●
小
西

　栄
次

●
笹
木

　義
伸

●
鈴
木

　久
昭

●
鈴
木

　由
佳

●
成
田

　麻
衣

●
石
井

　里
枝

●
黒
田
富
士
子

●
村
田

　織
恵

長
谷
有
里
子

成
田

　美
祐

辻

　
　公
彦

営
農
対
策
室

原
井
美
優
里

中
西

　勇
人

小
澤

　未
羽

菅
原

　智
也

珍
田
ま
る
美

村
井

　優
太

丹
羽

　克
致

渡
邊

　雄
大

高
野

　尚
人
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北
海
道
農
協
職
員
資
格
認
定
試
験

の
合
格
者
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月　
　

十
八
日
に
初
級
、
同
十
二
月
二
十
日
に

中
級
・
上
級
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
か
ら
の
合
格
者
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
上
級
】（
十
二
月
二
十
日
付
）

　
　

沼
田
支
所
車
輌
課

渡
邊　

典
久

【
中
級
】（
十
二
月
二
十
日
付
）

　

管
理
部
企
画
課小

川
愛
里
彩

　

金
融
事
業
部
融
資
経
済
課

遠
藤　

綾
人　
　

　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課

長
谷
有
里
子

【
初
級
】（
十
一
月
十
八
日
付
）

　

管
理
部
経
理
電
算
課

岡
部　

勇
佑

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
澤
奈
津
美

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
沙
也
香

　

営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課

辻　
　

彩
花

　

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課高

木　

菜
摘

　

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課榮　

　

珠
藍

　
　

　

今
回
取
得
し
た
資
格
を
十
分
に
活
か

し
、
今
後
よ
り
一
層
職
務
に
励
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

転
入
・
転
出

令
和
二
年
度
　
四
月
一
日
付

　
　
　
　

　
転
　
入

大
沼
千
佐
子

地
域
第
三
係
長

農
政
部
生
産
振

興
局
技
術
普
及
課

重
盛　
　

隆

主
査（
地
域
支
援
）

後
志
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

桂
川　
　

聡

主
査
（
果
樹
）

内
部
異
動（
昇
格
）

松
浦　

大
地

主
査
（
畑
作
）

網
走
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

池
田
祐
規
子

専
門
主
任

空
知
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

中
空
知
支
所

　
転
　
出

井
村　

直
樹

地
域
第
三
係
長

定
年
退
職
（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
再
任
用
）

黒
瀬　
　

忍

主
査
（
果
樹
）

定
年
退
職
（
後
志
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
北
後
志
支
所
再
任
用
）

光
永　
　

光

主
査
（
地
域
支
援
）

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
富
良
野

支
所

小
柴　

潤
一

専
門
主
任

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

田
村　

光
彦

専
門
普
及
指
導
員

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南

東
部
支
所

左から初級に合格された榮珠藍さん、橋本沙也香さん、高木菜摘さん、岡部勇佑さん、枝澤奈津美さん、辻彩花さん

北
海
道
農
協
職
員

資
格
認
定
試
験
合
格
者
発
表

左から中級に合格された小川愛里彩さん、長谷有里子さん、遠藤綾人さん 上級に合格された渡邊典久さん

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

北
空
知
支
所  

人
事
異
動
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区　　分 担当地区 担当者（専門項目）

地

域

班

第一係 深 川 市 若宮　貞人　係長（野菜）
吉田　典生　主査（野菜）
工藤　隆俊　専主（畑作）
結城　津子　専主（野菜）
木村　高広　専主（水稲）
鴨下　孝子　専普（野菜 ･ 花き）
内野　　綾　普職（畑作）

第二係 妹 背 牛 町
秩 父 別 町
沼 田 町

南　　　忠　係長（畑作）
重盛　　隆　主査（水稲）
岩谷　伸子　専主（畑作）
志和　一也　専主（野菜）
生駒　幸樹　専主（水稲）
田中　理恵　専主（畑作）
酒井　紀彰　専主（水稲）
高橋　義之　専主（野菜）

第三係 雨 竜 町
北 竜 町

大沼千佐子　係長（水稲・経営管理）
松浦　大地　主査（畑作）
池田祐規子　専主（野菜・果樹）
村井　　翼　専普（畑作）
立浪　直剛　普指（水稲）

五
十
嵐
正
彦
支
所
長 

（園芸）

区　　分 担当地区 責　任　者

広

域

班

広域専門
（畑作）

北空知支所管内
中空知支所管内 松浦　大地　主査（地域班兼務）

広域専門
（果樹）

北空知支所管内
中空知支所管内 桂川　　聡　主査

広域専門
（花き）

北空知支所管内
中空知支所管内 大平　純一　主査

広域専門
（畜産）

北空知支所管内
中空知支所管内 林　　　悟　主査

※専主：専門主任
　専普：専門普及指導員
　普指：普及指導員
　普職：普及職員

令和２年度
空知農業改良普及センター北空知支所 活動体制

（職員数24名）
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例えば、こんな毎日を過ごしていませんか？

新しい保障「そなエール」は、

三大疾病をはじめとした

重い生活習慣病に備える共済です。

「生活習慣病」が現代人の身近なリスクになっています。

「いま」から生活習慣を見直して、
「みらい」のリスクに備えましょう。

喫煙 大量飲酒 偏った食事 ストレス 運動不足

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

幅広く保障します。 共済金を最大４回まで
お受取りになれます。

継続的な治療による
経済的負担に備えられます。

三大疾病（がん・急性心筋梗塞・

脳卒中）に加え、三大疾病以外の

「心・血管疾患」や「脳血管疾

患」、さらに「その他の生活習慣

病」まで幅広く保障します。

「がん」「心・血管疾患」「脳血管

疾患」「その他の生活習慣病」の

４つの区分ごとに共済期間を通じ

てそれぞれ１回、最大で4回共
済金をお受取りになれます。

まとまった一時金を受け取れるた

め、治療費や収入減少など、継続
的な治療による様々な経済
的負担に備えることができます。

Point

1
Point

2
Point

3

■ 急性心筋梗塞
（急性心筋梗塞、再発性心筋梗塞）

■ 急性心筋梗塞以外の
 心・血管疾患
（狭心症、不整脈、高血圧性心疾患、
　大動脈瘤および解離など）

■ 脳卒中
（くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞）

■ 脳卒中以外の脳血管疾患
（脳動脈瘤、もやもや病、
　高血圧性脳症など）

■ 悪性新生物
■ 上皮内新生物
■ 脳腫瘍

❶がん ❷心・血管疾患 ❸脳血管疾患
■ 糖尿病
■ 肝硬変
■ 慢性じん不全
■ 慢性すい炎

❹その他の生活習慣病

○この共済は、死亡時における保障はありません。
○特定重度疾病共済金を4回お支払いした場合には、ご契約は消滅します。
○がんに関する責任（保障）の開始は、ご契約日からその日を含めて91日目からとなります。これより前に被共済者が所定の悪性新生物または脳腫瘍と診断確定された場合には、
　がんにかかる共済金はお支払いいたしません。（がん以外にかかる疾病区分および共済掛金の払込免除についてはご契約日から保障いたします。）

●加入年齢：３０歳
●共済金額:３００万円
●共済期間:８０歳満了

ご契約例 各疾病区分の支払事由に該当したとき
特定重度疾病共済金として

300万円（最大4回）
30歳

ご加入
80歳
満了

疾病
区分

お問い合わせは詳しい情報はホームページをご覧ください

JA共済ホームページアドレス　https://www.ja-kyosai.or.jp

※上記の疾患に該当したうえで、所定の条件を満たす必要があります。

20481020253

各 疾 病 区 分の支 払 事 由に該 当した
場合、特定重度疾病共済金を一時金
として各疾病区分につき１回ずつお
受取りいただけます。（最大４回）

本　　　所　共　済　課　0164-33-2011

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221

JA北いぶき

20



21



農機具購入・ビニールハウスなどの資材・設置費用に 

変動金利 
年1.05% 年0.2% 

   100万円以上   
お借入の場合3年間 

・当ＪＡよりご購入の場合の金利となっております。 
・ご返済は元金均等  年１回  返済(毎年１１月２５日)です。 
・農業信用基金協会の保証が必要となります。(保証率０.４％) 

　　

免税軽油使用者証に記載されている事項に変更（機械入替、追加、廃止等）が生じた場合は、

が必要となります。

特に機械を更新する場合や追加する場合は、 が必要となりま

すので、すみやかに各支所給油所までご提出のうえ手続きをお願い致します。

※なお、書換手続きをおこなわずに免税軽油を使用した場合は、課税軽油とみなされ、納税

の対象となりますのでご注意願います。

ＪＡ北いぶき燃料課
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24

令
和
2年
5
月
25
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

3月12日、
第3回役員定数
検討委員会の様子

シシトウの定植を
行いました！
写真は4月23日、
シシトウ生産組合の
杉原組合長圃場での

様子です

秩父別町
育苗センターにて

播種がはじまりました。
写真は4月23日の様子

テマリソウの定植を
行っている
我部山真美さん
（秩父別地区）
５月１日撮影

５月２日、
秩父別町育苗センターにて
ブロッコリーの苗の
受渡しを行いました
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